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1.週慣仕様

【インターフェース】

、      RS-232
非同期方式

データ 8bi
パ リテイなし

ス トップ lb
ポー レー ト

【通信方法 】

C

t

it
120002400,4800。 9500

通信はすべてホス トコ ンピユーターか ら開始 され、

データマー クは応答するのみ

コマ ン ドはすべてテキス ト文字列 (英 大文字・数字・ 記号 )で、 デ

ータマークか らの応答 もデータ回収の一部 を除 きテキ ス,卜 文字列

コマ ン ドの区切 りは通常 CR(ODh)の み

デー タマー クはコマ ン ドを受 け付 けたとき、

正 しければ "申 "を

正 しくなければ "!"を 返 し、

その後コマ ン ドに応 じて応答す る.

・ データマー クの応答

正 しいコマ ン ドのとき

コマ ン ドではないとき

バ ラメータが正 しくない とき

コマ ン ドが実行で きない とき

測定エラーの とき

初期化ェラーで、ッダー未設定

(通 鯛例 )

"ホ" +

"10"

"11"

"!2"

"13"

"!6"

データマーク

び +答 +J
+型
+3

+♂
+」
+岬

・正 しく電池電圧を測定できたとき

"BR"J   →
←

・ 潤 定エ ラーの とき

"BR"岬    →

←

☆ 1★

"申"J
" 6。 00"J(電池電圧 6.v)

"ネ "型

":3"J (測定エ ラー )

[92050G呻 98ノ08ノ26



【略号等の説明】

・ コマ ン ド形 式

00000_000_000・ ・・・・・・●●型

テキス ト文字列

数値 (テ キス ト文字列 )

バイナ リーデータ

スペース(20b)  
｀

CR(ODb〕

内容の決 まったテキス,卜 文字列

前後の文字列が続 けて選慣 され る

("・ "自 体は送僧 されない )

スペー ス

コマ ン ド

・ 臨号

00000
ロロロ ロロ

0◇ 00◆

J
"DR"
+

・ 各項 目の内容

☆

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

|   |     1  異〕聟讐じ

コマ ン ド

内容

コマ ン ド形式

応答 (実行で きたとき》

応答 (実行で きなかつた とき )

実行条件、 その他

☆ 2☆ [92田50嘔鷺島.JS臀 ]  98ノ 18ノ28



2.各 コマ ン ドの醜調

1.動 作一般一　
　
・
☆

２

　

．

輌義轟:霧

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

キーぉょび通信か らの測定回始モー ドのとき、測定を開始
させる.

"ALT"ψ
"ノ♂  測定開始
"12"が  ヘツダーがセツ トされていない、

または、 キー・通信からの測定開始モー ドではない

キー・通信か らの測定開始モー ドのときのみ開始す
る.

秒の切り替わりでス.タ ー トさせるため、応答するま
で最大 1秒か

かることがある.

☆ 語菫鸞轟轟覇醸爾

〔1〕 アナログ部の電源をONす る.
〔2〕 "ADPOWON"ψ
〔3〕 "拿 "(」

〔4〕

〔5〕 ADPOWOFコ マン ドか SLEEPコ マン

源を10 F Fし ない.

ただし、一定時間キー・ 通信のないときは、

切 リスリープモー ドに移行する.

ドまで、 アナログの電

自動的 にアナログ電源を

☆ 繊覇囃機:理:難轍

〔1〕 アナログ部の電源をOFFす る.
〔2〕 "ADPOWOF"ψ
〔3〕 "拿"J
〔4〕

〔5〕 測定中にこのコマンドが実行されたときは、す ぐには
電源を0

FFせ ず、測定終了後に電源をOFFす る.

彗翻菫霧権

〔1〕 メモリーサイズのチェック

〔2〕 "BANK"ψ
〔8〕 "ネ"J+口 +"― "+□ J

与現在の最大バ ンク数

い本来の最大ノヽ ンク致

〔4〕

〔5〕 1バ ンク(8k)の RAMが 何バ ンクあるかを出力する.

正常であれば F― Fと なる.

☆

☆ 3★ [92050CHA.J蹄 ] 93/08ノ 26



i独激

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

"BR"J
"ホ "4」   十

電 潔電圧の 出力

口.ロ ロ型
ら電源電 圧  (例 )5.93V→ "_5。 93"

"拿"J + "!0"J 測定エ ラー

電圧値は参考 値 として使用す る.

他の測定が実行されてい るときはモの潤定が終 了 まで、
待楓|す るので

最大 600日SEC応答が遅れ ることがある.

☆  難

通信チェツク・ RS23
"C"J
"拿 "く』

"10"型

2Cのパ ッフアをクリアする.

RS232Cの コネクターを接続 したとき、 ホス

で "C"を 送信 し、 通個パ ッフ アをク リアさせ る.

データマークは"‡"Jを 返すのみで、他には何も価わない.

★ 難 著
〔1〕 CTRL― Z(lBh)の 送信
〔2〕 "CZ"げ
〔3〕 "申 "c」  ● CTRL―Z(lBb)

〔4〕 "10"J

〔5〕 CTRL― Z(lBh)を 送信する以外は Cコ マンドと同 じ.

☆ 轟 :凛轟 訂
〔1〕 コ メン ト文の書 き込み、 読み だ し

〔2〕 "COMT"+口  旺 0000二 ・・・・・・・000]J
与 コ メン ト文 (20バ イ ト以 内 )

崎 コメ ン ト番号 く'0'～ '99)

〔3〕 "中"J[4000… ……000J]
〔4〕

〔5〕 任意のコメン ト文を 4種 類書 き込むことがで きる.

コメン ト番号のみのときは、書き込んだコメン トを出力する.

卜は"ホ1,=逝二る.ま

☆ :霧製1言韮聾警

〔1〕 測定データ数 の出力

〔2〕 "DATA"JI
〔3〕 "拿"J+ロ ロロロロロ + ~口

:三黒呂定時芸u 跳 日時分 )

じ測定データ数  (例 )1234デ ー タ → "001234"

〔4〕 "!2"J ヘ ッダー未セ ッ トの とき

☆ 4★ [92050C‖ A.JSW] 98ノ08/26



〔5〕 一度も測定していないと

"000000_***

きは

****

☆ :甕露

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

轟:封

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

***"岬

内蔵時計の 日付の 出力

"DR"型
"ウ "型 +□ □ □ ロ ロ ロ J

与日付データ (例 )1998年 3月 29日 →  "930829"

内蔵時計の 日付の変更      フ

"DS_ +ロ ロロロロロJ
崎 日付デー タ (例 )1993年 8月 29日

"中"J

→   "930829"

":1"J 日付データが 6櫛でない
力 1/ン ダースター トでのスター ト待ちの間は変更で きない

,。

日付データの内容はチェック しない。

☆

議☆

☆  :館

〔1〕 メモリーの残 り容量の出力

〔2〕 "E"J
〔3〕 "幸"J+ロ ロロロロロJ

b残 り容量  (例 )1281B  →

動作状況によつて観|り 容量の内容が異なる.

・ヘッダー未セッ ト

残 リメモ リーのワー ド数

・測定開始待ち、測定中または測定終了時

記録可能測定数 (残 リメモリーのワー ド数 ÷

〔4〕

〔5〕 スクロール時に 1ま、 "000000"に なる.

〔1〕 データマークの現,在の動作状態の出|カ

〔2〕 "F・・5
〔3〕 "ホ"J+ロ ロロJ
l番 目のロ

0  →
"1"  →

"2"  →
"3"  →
"4"  →

2番 目の ロ

ヘ ッダー未セッ

測定開始待ち

涸定中

終 了測定中

終 了

☆ 5★

・・D65535"

1測定 データ数 )
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測定開始待ちの とき
"0" → キーあるいは "品 LT"ス ター ト待ち
"「  → カ レンダースター ト待ち
"2" → イベ ン トスター ト待 ち
"3" → コ ンパ レー トスター ト待ち

測定中以降
"0" → スクロール していない
け1" → スクロール した

3番 目の口 "Q" →
"1" → プ リヒー ト中
"2" → A/D使 用中
"3" → ポーズ中

("lBI")
("11=")
(酔 12=")
("18工 ")

C"20=")
("21E")

〔4〕

〔5〕

聾繊譜難饗

〔1〕 全動作チェツク

〔2〕 "FALL"岬
〔3〕 "ホ "型  +
ロロロロロロ +

_ロ ロ ロ ロ 回 □ +

_回 ロ ロ +

_ロ ロ ロ 回 回 □ +

_□ 回回ロロロJ
計 27バ イ ト+4バ イ トはぼ―ス)

(DRの 応答 )
(TRの 応答 )
(Fの 応答 )
(Eの応答 )
(DATAの 応答の最初 )

〔4〕

〔5〕 各応答は、それぞれのコマンドの応答と同じ.

☆ 轟嶽馨盤

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

議欝灘

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

IDナ ンパ ー の 出 力
"工 DR" J
"ずJ+〇 〇〇〇00J

じ IDナ ンパー

IDナ ンバーは 6術文字列で、 ユーザが 自由 l=設 定で き、

データマークはヘ ッダがセ ッ トされたとき (HSコ マ ン ド実行時 )

IDナ ンパーをヘ ッダに書 き込んでいる.

IDナ ンバーの設定
"工 DS_"+000000型

与 IDナ ンパー
"ホ"♂  設定
"!1"型 IDナ ンパーが規定外
IDナ ンバーは 6桁の表示可能な文字列でな ければな らな しヽ.

に

☆

☆ 6☆ 92050CH島 .」SW 93/08ノ 25



☆ ≡曇脇網麟墨墾彗:轟

〔1〕 通信を無止する.

〔2〕 "IDMASK"J
〔3〕 "拿"J
〔4〕

〔5〕 通個を禁止すると、 "IDRS
するまで何も応答 しない.

T_000000"コ マ ン ドを受信

☆ 1理灘難諄轟 :難

〔1〕 通信の禁止の解除

〔2〕 "IDRSET "+000000ψ
与 IDナ ンパー

〔3〕 "ホ "<」

〔4〕 "10"型  通信禁止状態ではない
〔5〕 通信禁止状患では、 バ ラメータと内部の IDナ ンバーが一致 しな

い.と 、 何も応答 しない.

☆  評

〔1〕 入カモニター

〔2〕 "M_日 ,口 "J
"M_口 ,日 _口 ,日 ψ

与測定チャンネル

与  測定 レンジ
レンジ・チ ヤンネルの内容 はヘ ッダのチヤンネル部を参照

〔3〕 "ネ "<J +
ロ ロ ロ ロ ロ ロロニ ロ ロ ロ ロ _ロ ロ ロロ _ロ ロ ロ ロ Jl
与 測 定 デ ー タ  ら 16進 値  与 16進 値  ら 10進 値

レ ンジ毎 の 測 定 デ ー タ範 囲

・ "0"± 2v →  "± 2.0000"(V)
・ "1"pt100 →  "- 100。 0"― "+
0''2"jlpt100 →  "-  100。  0"～ "+
・ "3"抵 抗   → " 

‐ 0。 00"～ " 1
・ "4"± 5v →  "±  5。 000"(V)
・ "5"± 10v→  "± 10。 000"(V)
0"6"± 10日V →  "± 10。 000"(mv)
極性の "+"は スペ ー ス.長 さはすべ て 7輌 .
16進 値 は "8001"の ようにな る.

〔4〕 "申"J+":3"J→  測定エ ラー

〔5〕 応答までの時間は約0.6秒 .

★ :群 :穏

〔1〕 機種毎 に測定可能な全チャンネルの入カモニタ

〔2〕 "MA"J

〔3〕 "率" +

_ロ ロロロ回□□ 十 _ロ ロロロ (先 頭チ ヤ ンネルデータ )

(一チャンネルのモニタ )

(多チヤンネルのモニタ )

℃
℃
Ω

”
　
　
”
　
　
”

０

０

０

・
　
　
・

Ｈ^〉

０

０

　

ｏ

０

０

０

２

２

９
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☆

_回 □ロロロロロ 十_ロ ロロロJ(最 終チヤンネルデータ )

〔4〕 "拿"J+":3"型 → 測定エラー

〔5〕 応答までの時間は 0。 6秒 .

データの形式は"M"と 同 じ.

【Mと MAコ マン ドの違い.】
MAは 同時に測定しているCHの 結果で、
M は別々に測定 したCHの結果になっている.

:鷲1璽:難難:蒲

〔1〕 機1種番号の読みだ し

〔2〕 "MODEL"型
〔3〕 "申 "ψ +"ロ ロ"J

与 レンジ番号 ("0"～ "n")

与機種番号 ("4")

〔4〕

〔5〕 機種番号は、 "4"に 固定で、 レンジ番号 は各ハー ド毎に固定

40"  ◆-2V     +-270タ ト
"4‐ 1"  PT       PT100,JPT100
'43" PT(抵抗 )PT100,JPT100,抵 抗
'44"  十二5V   ‐  ●-5VO′,
145"  +-10v    +-10VO′

ト
"46"  +-10■ V   +-10B▼0′ト

:靭掘:霧彗難襲

〔1〕 RS23
〔2〕 "TIM

2Cの ケープルが抜 けてか ら、 ス リープす るまでの時間

255秒 )

〔3〕 "拿" E+ □□□ ]J
〔4〕

〔5〕 ケープルが外されたとき、 ここで指定されたが経過 してか ら
スリー

プする.初 期値は0秒 .
ケープルの不良等で、ケ‐プルを接続 していても接続されていない状

態のときなどに変更する.

:珊盤彗W
〔1〕 ポーズ ON 測定 の一時 中断 .

〔2〕 "PON"J
〔3〕 "中"J 一時中断
〔4〕 "!2"J

〔5〕 ヘッダ未セッ トまたは測定終了時には実行で きない.

このコマン ド実行後は、測定タイミングが きても次の測定タイミング

をセッ トするだけで、測定は行わない.

☆

232"[+ ロロロ ]♂
与 起動時間 (1～

★ 難諄醒:踏

☆ 8★ [12050CHl.JSI] 93/08ノ 26



〔1〕 ポーズの解除

〔2〕 "POF"ψ
〔3〕 "申"J 一時中断解除
〔4〕 "!2"c」

・  〔5〕 ヘ ッダ未セッ トまたは測定終了時には実行で きない.
測定は、ポーズ解除後の次の測定タイミングで行 う.

☆ 轟蕪ヨ蒸諄驚毒靭配詰
〔1〕 任意の時間プ リヒー トをONす る.
コマン ドを受け付けてか ら、バラメータの時間 (秒単位 )のみプ リヒ
ー トをONす る.
バラメータが "0000"の ときはその時点でプ リヒー トをOFFし 、バラ
メータがないときは、残 りのプ リヒー ト時間を返送する.

〔2〕 "PR,EHEAT"[+_ロ ロロロ]J
与プ リヒー ト時間 (秒 )"0000"～ "9999"

"拿"J+□ ロ ロ ロ J   .
与 残 りの プ リ ヒご 卜時 間

"ネ"<」

〔4〕

〔5〕 本測定のプ リヒー トとは無関係に行うが、本測定の動作は妨げない.

難 椰

〔1〕 エラーフラグの出力

〔2〕 "QR"ψ
〔3〕 "導 』ヽ +ロ ロ +ロ ロ + □J〈 +000… ……J)

与 エラーコメ ン ト
(3バ イ ト*n)

与エ ラーフラグ 3
与エ ラー フ ラグ 2

与エ ラーフラグ 1 1バ イ トデー タの 16進 表示
エ ラー フラグ 1の 内容

〔3〕 バラメータのないとき

バラメータのあるとき

★

bitO∴I A/D‐ェラー
1・ リセッ ト

3∫  メモ リエ ラー
4  LCDェ ラー

.2_=パ ッテ リーロー  (31T)′

(Aノ D)

(RST)

(メモリ)

(LCD)
ラー       (ソフト)5  初期化ェ考

(STS)6  システムエ ラー
7  ィンターパルェラー (ITV)

エラーフラグ 2の 内容
bitO  通信ェラ

=菫

み込みエ ラー1  レンジ番偏
2  ィンターバルェラー終 了

初期 fLコ ー ド内容
1・

2■
3マ

ア ナログ電 濠連続 ON中
DEBUGモ ー ド中
レンジ読み込みエ ラー

☆ 9★ [92050CH■ .JSW]  98ノ 08/26



4   RTCェ ラー
5。 。。9 メモ リー初期化エラー
A   メモ リーサイズエラー

〔4〕

〔5〕 ェラーフラグは、 QSコ マン ドと、ヘツダをセッ ト時にクリアする.
エラーのないときは、 "00000"Jのみ返 えす.

ヨ韓ヨ封

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

繁置F
〔1〕

〔2〕

〔3〕

ェ ラー フラグのク リア

"QS"ψ
QRと 同 じ

QRと おな じ応答後、エ ラーフラグをク リアする.

ェラーテープルの観みだし/ク リア
"QT" +[0]ψ
"拿"+01+"04000"+"980116123456"J(エ ラーが 1回の例 )

|    ェ ラー発生時期
ェ ラー フラグ、 初 期化 コー ド

〔4〕

〔5〕 ェラーの発生毎にテープルに記録 してある、エラーコー ドと発生 し

た時刻データを出力する.最初にエラーの数を出力する.
バラメータにゼロがついたときは、エラーの内容をクリアする。

認翌朦:醸:     樹
〔1〕 前回の測定データの回復

〔2〕 "RECOVERY_口 (_ロ ロ)(_ロ ロロ)(_ロ ロ回回〕"J
□が 1個  ―〉 バンクメモ リのヘッダー (HR Zに 対応 )
2  -〉 前回のヘ ッダー
3  -〉 最後のヘ ッダー
4  →  先頭 のバ ンクメモ リの

〔3〕 "申 "〈」

〔4〕

〔5〕 データ回収前 に間違えて新 しく測定開始 して しまった時、 前 回の

(ま たは最後の )データを読み出せ るようにします.
バ ラメータはどんな文字でも可.文 字数で判断す る.
ただ し測定データは上書 き方 式の ため、 上書 きされた部分 のデータは、

新 しい測定値にな る.          .
実行後はすみやか にデータ回収を行い、 回収後、 必ず リセ ッ トする.

測定中にこのコマ ン ドを実行 した場合、 後の動作 は保証で きない.

ただ し、暴走 したときには、 回復で きないことが ある.

(HR Yに 対応 )
(HR Xに 対応 )
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:灘燃榊

〔1〕

〔2〕

〔8〕

〔4〕

〔5〕

先頭データの測定時期の醜みだし

"SDR"+[1]ψ
バラメータなし メモ リー上の先ロデータの爵刻

"9806181835"  年月日時分の 10byto

lパ ラメータ  最後の Lコ マンドで指定されたデータの時幻
"980618188550" 年月日時分秒の 12brtO

"幸 "十 日付データJ

測定を開始 してか らのみ有効

日付データな しのときに、測定時刻を計算するための元にな■ 日付デ

ータを返す.こ の測定時刻は、計算 してもとめた時刻なので、インタ

ーバルエラー等が発生したときは、正しい時刻でな くなる.

内蔵時計の時刻の出力

"TR"♂
"拿 "ψ +□ □ □ロロロJ

り 時刻デー タ (例 )14時 8分 16秒  →  "140816"

奎罐難轟:難講                           .
〔1〕 スリープモー ド (低消費電カモー ド)への移行

〔2〕 "SLEEP"ψ
〔3〕 "拿 "<」

〔4〕

〔5〕 洒定中はスリープせず、測定終了後スリープ

RS232Cケ ープルが接続 されていても、独目的にスリープモー ド

に移価する.

★ 雛 脚 轟 極

〔1〕 RS232か ら起動 したときの、 起動時間

〔2〕 "TIM232"[十  日回□]J
与起麟時間 (1～ 255秒 )

〔3〕 "ず  E+ □□□ ]J
〔4〕                   _
〔5〕 LS2000が 自動的にス リープする時間の指定 .

最後の受信か ら指定時間経遇すると自曲的にス リープす る.敏 饉を指

定 しないときは、 現在の設定を返す .‐ 初期値は 120秒

奎露露

〔1〕
・
〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕
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☆ :彙:灯

〔ユ〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

内蔵時計の時刻の変更

"TS_ ゛ □□□ロロロψ
い 時刻データ (例 )14時 8分 16秒  → "140816"

"拿 "型

"11"型  時刻データが 6桁でない
カ レンダースター トの ときのスター ト待 ちの間は変更で きない .

時刻データの内容はチェックしないっ

聾華轟獅

〔l〕 測定終了コマンド

〔2〕 "ZLT"J
〔3〕 "拿"J 測定終了
〔4〕 "12"J測定中でない、 また Iま キー終了を禁止

〔5〕 測定開始待ちまたは、測定中のみ有効

2-2. ヘ ッダ関係

灘 轟甜

〔1〕 ヘ ッダの共通部の設定

〔2〕 "HSM_"+0000… …… 0000+")"+
bヘ ッダ 128ノ イ` ト     与 ET B

〔3〕 "申 "く」

〔4〕 "!1"型  パラメー タの不良
"12"J 測定中 または、 測定持ち

〔5〕 測定中にはヘ ッダの設定はで きない.

ヘ ッダーの内容は、 3.ヘ ッダの構成を参照 .
各パ ラメータの内容チェックは、全チャンネルのデータが設定 されて

か ら衛な う.メ モ リー上の現在のヘ ッダーは、各パ ラメータの内容チ

ェ ック後に書 き換 える.

サ ムは、 ヘ ッダ (128バ イ ト)の合計の下位 1バ イ ト(0～ 255)を 16通 の

文字列 2バ イ トに変換 したデータ .

☆  難 :擬:靱

〔1〕 ヘ ッダーのチャンネル部の設定

〔2〕 "HSC_"+000… …… 000+"]"   +ロ ロ J
与データ 64バ イ ト  い")"ETB じ サム

"]" ET=

〔3〕 "事 "岬

☆

☆

Ｊ

ム団射
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〔4〕 "!2"Jヘ ッダーの内容 に間違 いがある
"!6"J初 期化 されていない

〔5〕 HSMに 続 いて必要なチャンネル数セ ッ トす る.

サ ムは、 チヤ ンネル部 (64バ イ ト)の 合計の下位 1

6進 の文字列 2バ イ トに変換 したもの .

ETBは データが途 中の とき、 ET=は 最後のデータ

味する.(ETB・ ET=は、以下に共通 )

!Sの応答の場合は、 キーか らリセ ッ トを行 う。 ま

RTC― IHITコ マ ン ドを実行す る.

′ヽ ィ ト(0～ 255)を 1

を送信 したことを意

た :ま、 STSTEH― IHIT、

☆ 纂難

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

躍 野

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

ヘ ッダーの共通部の読みだし

"HR"[4_ロ ロ ]J
ら  "1"～ "10"マ ルチフアイルの番号

"拿 "び や 0000… …… 0000+")" +ロ ロJ
い ETB 与サム

与ヘ ッダーの共通部のデータ 128バ イ ト   r
":2"J ヘ ッダー未セッ ト
パラメータのないときは、現在のヘ ッダーの内容をかえす .

バ ラメータのある時は、指示 されたマルチフ アイル番号の
ヘ ッダーの

内容をかえすが、 この ときETBと サムはつかず、 NHで チ ャンネル部

を読み出す こ ともで きな い.

サムは、 ヘ ッダ (123バ イ ト)の 合計の下位 1バ イ ト(0～ 255)を 16進の

文字列 2バ イ トに変換 したもの.

バラメータが以下の ときは特別な返答 を行 う.

(RECOWERYコ マ ン ドの実行前 に使用する )
・ HR Xψ    現ヘ ッダ部の強制読みだ し
・ HR YJ
・ HR ZJ

前回ヘッダ部の強制読みだ し

だンクヘ ッダ部の強制読みだし

☆

次のヘッダーの読みだし

"NH"[― ]岬
"ホ "ψ +000… ・・・…000+")" + ロロ J

与ET B(ET=)リ サム

い各チャンネルデータ64バイ ト

"!2"び  全データの送属が終了している.
バラメータに"一 "の ついたときは、前回とおなじデータをかえす .

サムは、チャンネル部 (64バ イ ト)の 合計の下位 1バ イ ト(0～ 255)を 1

6進 の文字列 2バ イ トに変換 したもの.
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☆ 醐難重握彙絆

〔1〕 現1在 のヘ ッダーで再度測定 を価 う

〔2〕 "HREP"[+_口 □回回ロロロロロロコJ
崎スター ト日時

〔3〕 "申"J 測定待ちに移衝
〔4〕 "12"♂  ヘッダー未セッ トまたは測定中
"!1"“  スター ト時夷Jを すぎている

〔5〕 測定終了時のみ実行できる

カ レンダースター トのときは、 スター ト日時を指定する.

:轟聾籠舞甕醜認

〔1〕 マルチフアイルの全ファイル名出力

〔2〕 "HFttLES"J
マルチフアイル数〔3〕 "中 "ψ +回 口 +

00000000_000・ ・・・・・…000ψ +

00000000_000… …・・・000J+
oo000000_000… ……000J     il
崎各ファイル名  崎各コメン ト

〔4〕

〔5〕

難 羅奎躍響

〔1〕 ヘッダーの変更

〔2〕 "HCUR "+ロ ロ型
与マルチファイル番号 "1"～ "10"

〔3〕 T岬  指示された番号で潤定待ちに移行
〔4〕 "!2"J 移行できない
〔5〕 測定終了時のみ実行可能

指示された番号のマルチファイルのヘッダーを現在の
ヘッダーに

セ ットする。

:臨難
〔1〕 ヘ ッダーの連続読みだ し

〔2〕 "H R CttJ

〔3〕 "申 "c」  + lBh +
0000… ・・・…000)回 □+型 +OAh
000… …… 000)□ □ +型 +OAh+
OOO… ……000]ロ ロ +型 +OAL+
13b

+〈 共通 部 128バ イ
(チヤンネル部 64ノ イ`

(CTRL― Z)

〔4〕

〔5〕 ヘ ッダーの全 データを連続に通信す る.型 の後に LF(OAh)を 、

また最後に 嘔TRL―Z(lBh)を 送信する.

☆

☆

ト

ト
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2-3.デ ータ回収関係

☆ 華
_    〔1〕

〔2〕 "L"400

・ バ イナ

"中"〈』 +

ロロロロロJ
与瀾定書号 (6輛以内 )
NLで 次のデータ送信
全データを連続で送信

16進 データ
± 10進 データ
アスキーデータ
バイナリーデータ

―
ロ

"‖"

"C"
"H"
"P"
"A"
"B"

与 デー タ (252バ イ ト)
与有効 デー タ数 (1バ イ ト)

サムは、 有効デー タ数 とデー タ (253バ イ

(0-255).              _

どちらもデータは、 1回 の測定データが途切れない範囲で 252バ イ ト

に近い数だけセッ トする。バイナリーの場合、 252バ イ トに満たな
い

ときは残りのデータをすべて OFFbで うめ、データを252バイ トに合

わせる。

《連続送信の場合》

"ぽJの後にCTRL…2(lBh)を 送信し、上記の内容を最後のデータまで

連続に送信続ける。各データ送信後 LF(01h)を、 さらに最後のデ

ータ送信後 LF(OAL)と CTRL―Z(lBh)を 送信する.

最負9巧だ―`夕めじt,010Jた s脚 ?前の ):■′]rtな 1.

０＋
Ｌ

コマ ン ドの組み合 わせ

LIA H CLAHN
LAPCLAPN
LBHCLIB H N

〔3〕

《NLで 次のデー タ送 fEの ときp

下記の内容を 1回 送信する.

・ ァスキーの場合  〔全データ数最大 255バ イ ト)
"‡"J+ロ ロロロロ……… ロロロロロ )ロ ロJ

与データ最大 252バ イ ト   与サム
畿卜ETB ノ ET=

サムは、 データのみ (最 大 252バ イ ト)の 合計の下位 1バ イ ト(0～ 255)

を 16進 の文字列 2バイ トに変換 したもの .

リーの場合  (全 デー タ数 255バ イ ト固定 )

◆ +◇ ◆◆◇… ……◆◇◆ 0◆ )◆ ,

与 サ ム
L● ETB ノ ET=

卜)の 合計 の下位 1バ イ ト

☆ 15★ [92050岬 93/08ノ 26



《データ形式》

(倒 )デ ータ=9003hの とき
16進 データ(LAHェ) → "9002"
バイナリ(LBH=〕     → 02h・ 90L

.   (4A・ イト〉

(2ハ・イト)

☆ 難 轟華纂揺認
〔1〕 連続測定デー タ回収の中断

〔2〕 "LSTOP"J

〔3〕 "申 "<』

〔4〕

〔5〕

10月 2日 16時 3分  日付 記 録 モ ー ド ="4"
→  "0314"        4ibyto
→  0311,14H       2byte
→  "  2 1603"    8bytO

〔4〕 "12"岬  測定データのない|と き
〔5〕 コマンドl=従 い、バラメータの番号のデータから下記のフォーマ

ッ ト・C送憫する.データ番号はメモリー上のもっとも古いデータを

1と する。

《ダイ レク ト回収》

LBXN(C)コ
でメモ リのデータを直接出力する.形 式は LBHNと 同 じで、
ヘッダもデータも区別せず、バ ンクメモリーの全データを出力する.

± 10進 データ (L.lP=)→  " 103818"(± 2vの 時 )(8ハ・イ})

・ LAP=の 時  ± 2v以 外の レンジもMコ マ ン ドの応答 に準 じる.

ただし、 頭 にスペースがつ き各データはすべ て 8バ イ トにな

る .

(籠 )日 付 デー タ =
LAll=

LBH=
LAP= ´

次のデータ送信要求

"NL[― コ"
"ホ "ψ +000… ・・Ⅲ…000J
データは Lコ マン ドと同じ.
"!2"J 測定データなし.
パラメータが "一 "の ときは、前国と同じデータを送信する.

☆ 脚

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

:機
〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

☆

高速測定デー タ回収

"QL"ψ
"ネ "(」
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〔5〕 測定終了時、 LCDOFF時 のみ実行可能

8kプ ロックでの連続回収.酵 しくは機能性様書参照 .

2-4.RS232C関 係

★ 蠍 難轟檬群難鸞
〔1〕 ポー レー トの変更

〔2〕 "BAUDRATE_00000"J
与 "300"～ "9600" → ボー レ=卜 の変更
"AUTO"     → 自動設定

〔3〕 数値の場合   "拿"J応答後、 ポー レー ト変更
〔4〕

〔5〕 ポー レー h_の 自動設定での注意

ホー レー トの 自動設定は、 LS2000の 専用ケープルを使用 し

ホス ト・は PC98シ リーズに限 り可能.
この設定にした場合、 RS2320の ICの 電源を OFFさ せ な。いので、 通
常 より消費電流が 10日島ほど多 くな る.

☆ 轟1羅認轟:轟霧
〔1〕 シ リアル通信のパラメー タの変更

〔2〕 "RS232"[+_回 □□回〕ψ
らバラメー タ

ス ッ トプビッ ト

ハ・リティ発生

ハ・リテ4・ イネフ・ル

1バ イ トロ

2バイ トロ

3バ イ トロ

4バ イ トロ

〔3〕 バラメータのあるとき

バラメータのないとき

〔4〕

〔5〕

5.デ バ ックコマンド

"9" ‐   1
"1" ‐■  2
"0"→  奇 数
"1"→  偶 数
"0" ‐  テ・ィスエーフ・ル
・・1" →  イネーフ̀ル

"0"→  7ヒ・フト
"1"→  8ヒ゛ット

バラメータをセ ッ ト

_ロ ロ ロ ロピ
与 現 在 の パ ラ メ ー タ

キャラクタ長

"ネ"J性
"申"J+

2-

☆ 重疇:辞:即

〔1〕 デバックコマンドの処哩を有効にする.

〔2〕
けUON"♂

〔3〕 "中 "ど  のみ
〔4〕

〔5〕 デバック用のコマンド及び、測定中に実行されると問題を起こすコ
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:難:凛:i糞

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

:轟縮駆妻鬱

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

マ ン ドを有効 にす る.

デバックコマンドの処理を無効 lこ する.

"UOF"J
"ぽ岬  のみ

測定動作の時間持 ちの変更

"ADC" 口/(ロ ロロ )♂               .
め設定闘 間

与指 定 カウ ンタ

"ホ "<」  ‐

A/Dの 読み込み
・
時の時間待ちのカウンタの変更

指定カウンタ 1は、 A/Dの 積分コ ンデ ンサ充電時間の設定
ホ10日SECの 数値 をセ ッ トする (初 期個 10)

指定カウンタ 2は、 CHの 切 り換 え時間カウ ンタの設定

内部のループ カウン トを設定 (初期値 100)

指定カウンタ 3は、 測定開始前の待ち時間の設定
幸10コSECの 数値をセ ッ トす る (初 期値 0)

指定時間のな いときは現在の設定の読み込み .

藝華葬 :聾:彗

〔1〕 バ ンクメモ リヘの連続書 き込 み/読 みだ しのチェック

〔2〕 "BTOS"+□ 岬

〔3〕 "‡ "型

〔4〕                   ‐

〔5〕 ハー ドの制限で、バ ンクメモ リを BLOCK命 令で アクセ ス したと

き正 しく書 き込みがで きないことがあるので、 このコマ ン ドで動作を

確認す る必要がある.

前設定が必要で、

D800に 転送バ ンクア ドレスと転送サイズをセ ッ トす る

例 :D800:00100340→ 3:1000の サイズ40H(SIZE l.… FF)

D810が 転送先 /元 にな る

実行例 :     転送元  転送先    方法
BTOS O の とき (D800)―〉 D810  A・ ンクー>システム BL100K命 令
BTOS l の とき  D810 → (D800)システム→だンク BLOCI命令
BFOS 2 0と き  (D800)― 〉 D810  A・ ンクー〉システム BL,O CKl命 令以外

☆ 18★ 920500HA.JS‖



☆ 認≡菫華麟灘麟:密

〔1〕 メモ リーのパ ックアップチェック

〔2〕 "BACKUP"J
〔3〕 "中"J 後、エラーなしで "00"ψ
‐〔4〕 "ネ "ψ  後、 エラーありで "NG"J
〔5〕 チ ェックするのは、 バ ンクメモ リの値 と、 システムメモ リのパージ

ョン番号 とRTC(時 計 IC)の 動作 .
RAMSETコ マ ン ド実行機 に行 う.

勢翻鮮:翻:癬誼

〔1〕 バ ッテ リィー ロー割 り込みタイマ測定

〔2〕 "BLOWS"♂
〔3〕 "拿 "く』

〔4〕 "中"J+"NG"J

〔5〕 10秒 以内にバ ッテリィーローにな らないときは"NG"に なる
コマ ン ド受信後のロー割 り込みか ら、 システムが正常 に動作 して

いる間、 カウ ン トを行 う.BLOWRコ マ ン ドで、 この カウン ト値を

読みだす.

コマン ド後すみやかに電源を切 り、 数秒後に電源 を入れ "UON"コ マ
ン ドでデバ ッグモー ドにさせt"BLOWR"コ マ ン ドを実行す る.

難難:癬1獅

〔1〕 パ ッテ リィー ロー割 り込みタイマの読みだ し

〔2〕 "BLOWR"J
〔3〕 "ホ 』ヽ +" □□□□回  ロロロロロ"

与  タイマー値 (ESec)
与  カウン ト値

〔4〕

〔5〕 タイマー値は、 10■ 50Cが 最小測定単位.10以 下の ときは、 実
際 に測定す る必要がある._カ ウン トはソフ トで行 っているのでかな り

変 fヒ す る.お よモ 150以 上 あれば OK.

揺:議姜難::ヨ麟:選聾難菫露

〔1〕 同期入 力のパルスのカウン ト

〔2〕 "CHKEVENT"ψ

〔3〕 "申 "ψ 後  1秒 毎 に+"E□ □□ロロ"ψ
与  カウ ン ト値

〔4〕

〔5〕 CHKEコ マンドを受信するまで、 1
カウン トは 1秒毎に

｀
行っているので、

つてい.る .

☆

★

☆

秒毎にカウ ン ト値を出力する.

カウン ト値は入力の周波数にな

ザし 19 リセ [92050CHA.JSW 93/



☆ :轟雪盤≡器王整

〔1〕 パルスのカウン トの終了

〔2〕 "CHKE"♂
〔3〕 "拿 "く」

〔4〕

〔5〕 CHKPULSE、 CHKEVENTの 動作を終了させる.

☆ i壺議麟酵撃彗

〔1〕 ホス トヘの応答に CRLFを 付ける/付 けないの切 り換え
〔2〕 "CR"+□ 岬

し 0→ CRの み、 1→ CRLF
〔3〕 "ホ "甲

〔4〕

〔5〕 この設定はDEBUGモ ー ドのときのみ有効 .
通常は CRの みに固定.

☆ 襲酬聾絆|

〔1〕 ウォッチ ドッグタイマのチェック

〔2〕 "DOG"ψ
〔3〕 "申¬』 +□ ロロロロJ

与  タイマー値  (■ 30C)
〔4〕 "中"J+"-9999"
エラー割 り込みが発生なし

〔5〕 タイマークリアのパルス出力を中止 して強制的にエラーを発生さ

せ、エラー鋼 り込みまでの時刻を測定する.な お、最小測定単位は 1
0口 secな ので ,10■ Secの 誤差がでる.

☆ 轟 :辮理熙ぽ
〔1〕 イベン ト入カチェック

〔2〕 "EVENT"J    ―

〔3〕 "申"J+"GO"J
〔4〕 "申 "(」 +"NG"<J
〔5〕 コマン ド受信後、 5秒以内にイベ ン ト (同期 )入 力があることをチ
ェックする.イ ベ ント出|力 と入力をショー トしておけば、 自動的にイ
ベ ン ト出力をONし て入力をチェックする.

☆ 癬 轟:葺:『
〔1〕 測定方法の変更

〔2〕 "MSET"+□ J
与 ―〉 1,2も 行わな い

→ HA=132の 起動時にダミーゼ ロ測定を行 う
→ 瀾定中は CPUを HLTし ない
→ ダ ミー測定前 に時間待 ちす る (ADC 3ハ

０

１

２

４

★  20 り貯 920500HA.JSI]  98ノ 03/26



☆

→ ダ ミーゼロ測定後 にダ ミーの入 力測定8

〔3〕 "拿・・ピ

〔4〕

〔5〕 A/D動 作中の CPUの 動作を指定する.初期値は3に なっている.
各設定はORで 複数設定可能.

:掘:覇華霧:擬:脚
〔1〕 メモ リーに一定値を書き込む

〔2〕 "RAMSET"ψ
〔3〕 "奉"J 後、書き込み終了で "GO"J
〔4〕

〔5〕 "BACKUP"コ マンド用の RAM初 期化を行なう

難躍驀軸

〔1〕 全メモ リーの書 き込みチェック

ロ ロ J〔2〕 "RAMBACK"_口 :ロ ロロロ・
与 チェックす るデータ

与チェック開始バ ンク・ ア ドレス

〔3〕 ェ ラーのない とき "拿 "ψ

XXJXXXX〔4〕 ェ ラーのあ るとき X:
与エ ラーデータ

与エ ラーア ドレス

〔5〕 測定中には、 このコマ ン ドを実行 しないこと.

指定 されたア ドレスか ら指定 されたデータとメモ リのデー タを比

較する.異 な るメモ リが あるとア ドレス とデータを出力 し終 了する.
比較は最後のメモ リまで行 う.

幕覇華蒸攀灘 :轟轟轟

〔1〕 全メモ リーの書 き込みチェック

〔2〕 "RAMCHECK"J
〔3〕 ェ ラーのないとき XXXX PASSJ
〔4〕 ェ ラーのあるとき XXXX ERRORJ
〔5〕 測定中には、 このコマ ン ドを実行 しないこと.

ックしてか ら、元め全 メモ リーに、 015h,051Ahを 書 き込み値をチェ

値にもどす .

纂彗騨:難:華:難辮 :華蝶

〔1〕 ROMの サムチェック
〔2〕 "ROMcH EICK"J
〔3〕 ェラーのないとき 00ψ
〔4〕 エ ラーのあるとき XXJ
〔5〕 チェック:ま、 ROMの 範囲のデータをバイ ト毎に加算 して、合計
の下位バィ トがゼロになることを確認する.

☆

☆
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その ために、 ROMの 最 後の ア
をセ ッ トしてお く必要が あ る.

ドレス(7FFFH)に サムがゼロになる値

‐☆ 認菫躙 語籠霧

〔1〕 リレー動作

〔2〕 "RELAY_ロ ロ"J‐

与 0
1)     o

――〉 OFF   , 1 -― 〉 OH
――〉 フ・リヒい卜, 2 -― 〉 イヘ

・ント

〔3〕 "申 "ぐ」

〔4〕

〔5〕 イベン トの出力も、 このコマンドで行なえる.

藝師
|

〔1〕 時計 ICの初期化
〔2〕 "RTC― INIT"型
〔3〕 "ホ"J のみ
〔4〕

〔5〕 初期fL後、時刻を"98ノ 01ノ 0100300:00"に 設定する.

DS、 TSコ マン ドでは時計 工Cの初期化はおこなわない.

☆ 翻 難躍饉轟       r
〔1〕 システムの初期化

〔2〕 "SYSTEM― INIT"JI
〔3〕 "率 "型  のみ
〔4〕

〔5〕 メモリーバックアップを行っているため、電源をOFFし ても完
全なリセッ トは行えない.よ うにしてある.必要に応 じてコマンドにて

初期fLを 行なう.

★ :整:灘:数

〔1〕

〔2〕

〔3〕

〔4〕

〔5〕

サプルーチ ンの実行

,□ □ロロコ +"_VA(BC,DE,HL,El)/"ロ ロロロ ]ψ
与初期設定す る レジスタ と設定値

"SUB"[_ 
リ ァ ドレス

"串"J+"VA="゛ □□□□J
+"BC="+ロ ロロロJ
+"DEノ+□ □ロロJ
+"HL="+□ □ロロψ
+"EA="+□ ロロロJ
+"SXIP(0060)="+口 回□□J

任意のサブルーチ ンを実行す る.バ ラメータで指定 した レジス

タは実行時 に設定値 (16進 )が セ ッ トされ、指定 しな ければ以前の

値がセ ッ トさる (初 期値は不定 ).サ ブルーチ ンは、 "RET"あ るいは
各 レジスタの値を出終了後、"RETS"で終 了 していなければな らない。
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☆  重F

☆ 謝

☆  菫整

その個 のデノマックコマ ン ド

PA(PB.PC)
KEY

力する.Vレ ジスタは変更で きない.
SUBの みのコマンドのときは、設定されているレジスタの値のみ出力

する

〔1〕 メモ リーフィル

〔2〕 "W_口 :ロ ロロロ ,回 口_ロ ロ"JI
与フィルデータ

1  
与田製

与フイルデータ数
:ア ドレス

じバンク

〔3〕

〔4〕

〔5〕 開始ア ドレスから、データ数サイズのメモ リにデータを書 き込む

〔1〕 メモ リーチェンジ

〔2〕 "X_回 :ロ ロロロ .ロ ロ"J    ・
与書き込みデータ

与ア ドレス
らバ ンク

〔3〕

〔4〕

〔5〕 指定ア ドレスに、書き込みデータを書き込
・
む.

〔1〕 メモ リーダンプ

〔2〕 "Y_□ :ロ ロロロ"型  ("YP"●J)("YM"ご り ("YL"eJ)
与ダンプア ドレス

〔3〕

〔4〕

〔5〕 YLで 指定した行数ダンプする.
Yは メモ リーダンプ、 Y.Pは 次のア ドレス|か らのYMは 前のア ドレ
スからのメモ リーダンプ.ダ ンプサイズは、 YLで 指定する.

※

CPUの ポー ト入出力
キーロック

☆  23 ★ [92050CHl.JSW]  93/08/26



3.ヘ ッダの構成

【共通部】

(128バ イ ト)

IDナ ンパー

機種番号

バージ ヨン番号

レンジ番号

マルチファイルモー ド

測定デ…夕数

RAH上 の ID‖ 0。 を

データマークがセツ トします

アナログ基板の機種を

データマークがセツ トします

番 号   タイプ
"0" →  白金 +
"1" ‐ 電圧
"2" →  4-2
"3" → 熱電対
"4"→  LS2

タ イプ 名

電圧   ptV

OmA(予 定 )

000

ROH上 のパージヨン番号を

データマー クがセ ツ トします

基板毎の測定 レンジ

データマー クがセ ツ トします
絆0" →  ± 2v
"1= →  pt
"3" → 抵抗
¬ " →  ± 5,v
"5"→ ± 10V
"6"与 ± 10mV

"0" 単一フ ァイルモー ド
"1" マルチファイルモー ド

ヘ ッダセッ ト時に

データマー クが ク リア し

1測定毎に +1し ます .

☆ 24★ [92D50C‖ 11.JS‖ ]  98ノ08/26



´

鼻

/

10

(1)

10

(1)

2

(1)

1

¶
⊥

(1)

1

1

測定開始時刻 □ 曰 y□ □ ■□ □ d回 回 路□ □ 日

カ レンダースター トの とき、 ここに

設定 された時刻 にスター ト脇、 それ以

外のスター トの場合は、 スター トした

時刻をデー タマー クがセ ッ トします .

〈例 )89年 3月 29日 10時 30分  →
p・

8908291030"

プ リヒー トの あるときは、 最初のプ リ

ヒー トを囲始 した時刻 をセッ トします

スター トした時亥国の秒 :ま 最後の 2バ イ ト

に記録 します .

30

最終測定時刻 □回y□ ロロロロd□ □hロ ロ■

もっとも新 しいデー タの測定 時刻

(例 )89年 8月 29日 10時 40分 1= →

"8908291040"

コ
■

測定チャンネル数 "01" ― "10"

CH部 にセ ッ トす る CH数

44

測定開始モー ド "0"   → キー (232)ス ター ト
"1"("5")→  カ レンダースター ト
"2"〔"6")→  イベ ン トスター ト
"3"   →  コンパ レー トスター
与 キー (232)で もスター ト

"0". 1", 2", 9", A"

内容は測定コンだ レートモー ドを参照

45

測定開始

コンハ・レートモー

47

測定モー ド "0" → キー (232)測 定
"1" → タイマー測定
"2" → イベ ン ト測定 《ストフ・モート・

測定コンポ レい}モ ー ド

☆

。CH lと 上 下腰値のコンハ・レート

48
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★ LS2000未対応

測定コい・レ"卜動作

★ LS2000未対応
"0"を セ ッ トする

統計モー ド

漏定回数

測定

インタいハ
θ
ル鮮書躍覇

スタトルモー ド

"01"

"02■～ "99"

通常測定

統計測定

メモ リースクロ‐ル不可

メモリースタロール可

"0"("4")O≧ 潤 ≧o
"1"("5") 0く 潤
"2"("6")       澤田<lEl

"3"("7")0<瀾 01瀾 くo
・ CH lと CI1 2の コンハ・レ…ト

"9"("D") CH 2<CH l
"1,"("E")  CH 2>CH l

00 → 上 下限値
濶  → 測定 値
CH l → CH l測定値´

上記の条件を満た したときコンハ・レート

出力をONし ます .
モー ドが "4"～ "E"の とき 1ま、 条件 を満
たした時のみデー タをメモ リに日己撮 し

ます.

"0"()→  コンハ・トト測定を行 わない
"1"(5)→  コンハ・レート測定を衝 う
"2"(6)→  ス トップ 出力動作 を行 う
"3"(7)→  コンハ・レー}測定 と

ス トップ出力動作を行 う

い出力 と同時 にブザー噴 らす

"0" → 平均続計
"1" → 連続続計

↓
　
　
↓

□ □L□ □■ロロ s

(側 )12分  →  "001200"

"0"

"1"

↓
　
　
↓

スクロール時にデータマークがセ ッ ト

"0" → ズクロ_ルしていな い
"2" → スタロールした

スクロールフラグ

☆ 26★ [92050CHA.」Sr 93/08/26



(1)

■
■

1

■

2

5

(1)

1

(1)

1

65

64

66

75

終 了モ ー ド

終 了

コい
°
レートモー ド

★ LS2000未対 応

終 了ステー タ ス

エ ラー カク・

終 了測定 回数

イベン ト出カモー ド

日時デー タ

記録モー

"D" キー (232)ス トップ

"ユ "       →

"2"("6")→  イベ ン トス トップ
"3"("7")→  コンハ・レートス,ト ップ
峰キー (232)で はス トップ しない

"0", 1". 2". 3". 9". A"

内容は測定 コン
°
レートモー ド参 照

"0" → スイッチで終 了  1'
"1" → メモ リー フルで終 了
"2" → イベ ン ト終 了・ コンハ゜トト終 了
"ヨ" → エ ラーで終 了
測定終 了後データマー クがセ ッ トする

フラグで、 値 は終 了時のみ有効 .

測定終 了時のエラー FGの 状患
(データマー ク終 了時 にセ ッ ト)

(測定中は現在のエラー FG)

"00000"- 65535"肛ヨ

イベ ン ト終 了・ コンハ・レート終 了時 に

指定回数測定後終 了す る

"0"

"1"

イベ ン ト出力 しな い

イベ ン ト出力す る

67

69

↓
　
　
↓

77

"0"  →

"ユ "  →

"2"  →

"3"  →

"4"  →

"5"  →

☆  27 ★

データのみ

月 日 (2ノ イ` ド)

時分 (2バ イ ト)
月 日時分 (4バ イ ト)
日時分 (2バ イ ト)
分秒 (2バ イ ト)
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プ リヒー ト時間

コンピ レート上限値

☆ LS2000未 対応

コンだレート下限臆

☆ LS2008末 対応

フ ァイル名

コメン ト

エ ラーフラグ

測定開始時刻秒

ら  使用パイ ト数
通算バ イ ト数

(1)は 、 スペ ース 1バ イ

"6" ‐ 時分 2秒 (2バ イ ト〉

□ □ ■ロ ロ 8

(例 )1分 23秒 → "0123"

タイマ測定の ときのみ有効

レンジによつて設定値が異な る

± 2v
週度

抵抗

ノヾ 洲レ,ス

〃

"-19999"    《-1.9999v)

"-00999"    (-99.91C)
静 1000m"    (10ooooo)
" 60000"    (60090ハ・ルス)

電源電圧  "05900" (5。 9Q07)
o6輛 に満 たない ときは上位桁をゼ ロ
で うめ る.ま た最上位桁 には、 値が
プラスの ときは""(ス ペー ス )を
マイナスの ときlt tFを セッ トする.

〇〇〇〇O000

00000・…… 000

ヘ ッダーセ ッ ト時のエ ラー FG

(データマー クがセ ッ ト)

ス,タ ー トした時刻の秒 を配録

回回コ       "15"―〉15秒

ト

☆ 28☆

■
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【チャンネル部 】

(64バ イ ト*チ ャンネル敗 )

1

1

1

VVVVVV

3

12

7

11

11

11

6

± 2v
pt100

JptlD0

抵抗 (1000)
± 5v
± 10v

± 10■ v
パ ッテ リ

チャンネル

"0"- 11

"0"

"働"

"D"

"0"- 1"

"|"― "1"

"ば～"1" 予定
"0"

レンジ

"0"  →

"1"  →

・・2"  →

"3"  →

"d"  →

"5"  →

"6"  →

・・B"  →

VVΨΨΨVV

4

7

19

チャンネル

統計置― ド

V● データマー

スペース

コメン ト

単位,

2次唄係数

1次項係数

0次項係数

予備

26

37

48

59

レンジに応じて'ビ～"加
いのチヤンネル

を設定する

"0" → 統計 膨ない
"1" → 平均値
"2" → 最大値
"『  → 最 PJb鮨
"4" → 平均最大最 rJL値

共通部の測定回数が "92"凶 上で有勁

クは、 以下の内容 のチ ェックは偏 わな い vvΨΨΨΨΨVVV

( ‥__V……)

( __・ C__》

( __……0.OQOC)

…………1.8900)

____0。 m嘔 00)

☆ 29★ 92050嘔‖島.JS‖ 93ノ08ノ26


